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研究成果の概要（和文）：未婚・離婚女性のみならず、婚姻的地位の如何にかかわらず女性の将

来不安の中心をなす、依存や孤立（経済的・社会的）に抗していくことのできる人のつながり

の基盤、あるいは家族のオルタナティブについて、核心となるべきものが、ケアの倫理とそれ

にもとづく社会構想であることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Alternatives to the conventional family are necessitated for
dignified lives of women, irrespective of her marital status. Conception of society based on
the ethics of care should be the in the core of building alternatives.
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１．研究開始当初の背景

（1）急速に未婚化が進行し、同時に離婚率

も上昇しているにもかかわらず、わが国の社

会保障政策等は、厚生労働省の「モデル世帯」

にみるように、女性はいずれ結婚し夫に扶養

される存在であることを前提としており、し

かも性差別慣行の根強さから、少なくない女

性たちが、将来的に社会経済上、不安定さと

困難さを抱えた「アンダークラス」として出

現することになる（樋口美雄ほか『女性たち

の平成不況』日本経済新聞社、2004、橋本健

二『階級・ジェンダー・再生産』東信堂、2003）。

この事態は、当事者には言うまでもないが、

日本社会の全体にとっても、看過しがたい危

機であり、この事態への対処の方策が必要で

ある。具体的には、婚姻地位のいかんにかか

わらず、女性たちが尊厳をもって生きられる

生の基盤・家族のオルタナティブを構想しな
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ければならない。

（2）これまでのわが国のフェミニズム理論

における家族論は、既存の家族構成あるいは

現在進行しつつある家族構成の変化を考

察・分析する社会学的アプローチと、政治体

制の基本的ユニットとしての社会に要請さ

れる家族像に対してほとんど目を向けてこ

なかった政治学に対する批判的アプローチ

に二分化されている。そこから求められるの

は、学問研究領域にも深く影響を与えてきた

公私二元論を克服し、家族論と政治理論との

接点を見いだし、そこから新しい「家族」論

を政治思想論の基盤のもとに構想すること

である。

（3）女性たちの、婚姻地位に囚われない、

生の基盤の実践としては、かつて日本社会に

おいては 1970 年代のウーマンリブ運動のな

かで女性たちの共同体が実践的に模索され

（西村光子『女たちの共同体』（社会思想社、

2006 年）、海外では、レズビアン女性たちを

中心として女性のコミュニティ作りが行わ

れているが（Weinstock and Rothblum,

Lesbian Friendships: For Ourselves and

Others (New York UP,1996),

Weston,Families We Choose, Columbia UP

1991）、女性たちが家族に代わって持続的に

支えあう場にとって必要な機能とは何かを、

体系的に論じた研究は未だほとんど存在し

ない状況である。そこから求められるのは、

これまで規範的家族のみに閉じられてきた

家族機能を、親族・血縁にとらわれない形で、

女性たち一人ひとりが置かれた社会的位置

づけから生じるニーズに応えるコミュニテ

ィ形成のあり方を探ることである。

２．研究の目的

（１）実際に、法的な保護を受けた規範的家

族とは異なるコミュニティ形成にとって、当

事者たちが何をそのコミュニティに期待し

ているかについて調査するなかで、いわゆる

〈家族〉機能とは何かを明らかにする。その

形態に固執されてきた〈家族〉研究を離れ、

〈家族〉に求められてきた機能研究を遂行す

るために、フェミニズム論内における、反家

族制度論を中心とした理論研究を行うと同

時に、実際に非規範的家族を選択した人々へ

の調査研究を行うことで、どのようなコミュ

ニティが各個人の生活実践の基盤となりえ

ているかを明らかにし、女性の貧困・生活危

機への対処のための一処方箋を描く。

（2）理論上、規範的家族を乗り越える新た

な〈家族〉の形が描くだけでなく、そうした

理念が、実際の未婚女性たちの不安や葛藤を

解消する手立てとするため、新たな〈家族〉

の可能性を現実のものとしている例を収集

調査し、その姿・方法論と可能性を広く社会

に浸透させる必要がある。女性たちが家族に

代わって持続的に支えあう場にとって必要

な機能とは何かを、体系的に論じた研究は未

だほとんど存在しない状況である。本研究で

は、これまで規範的家族のみに閉じられてき

た家族機能を、親族・血縁にとらわれない形

で、女性たち一人ひとりが置かれた社会的位

置づけから生じるニーズに応えるコミュニ

ティ形成のあり方を探ることで、近い将来の

日本社会の危機的課題である、非婚女性の貧

困化問題への対応の一つのアプローチを目

指す。

３．研究の方法

（１）新しい親密圏と家族･ケアの倫理、ニー

ズ解釈を巡る政治に関する文献研究を行う。

とくに、北米を中心にして法学・社会学・倫



理学の分野で数多く出版されている家族・ケ

アの倫理、新しい親密圏に関する文献と、政

治理論の分野において社会正義論・平等論の

新しいオルターナティヴとして登場し始めて

いるニーズ解釈を巡る政治を論じる文献を収

集し、その分析と考察を行う。

（2）コレクティブハウジング、シェア・ハウ

ジング、シニアハウスおよび、ゲイ・レズビ

アンコミュニティにおける生活協同ネットワ

ークの事例調査とシングルマザー協同ネット

ワークの調査とそのための情報収集を行う。

（3）近年増加しているアジア諸国（中国・タ

イ等）で就労する未婚女性たちについて調査

を行い、彼女たちが日本社会と因習的家族の

なかでで生きることに困難を抱えている実態

をあきらかにし、彼女たちをはじめとする、

将来の生活を日本社会での婚姻的立場に依拠

できない女性たちの、将来に向けた生きる基

盤の構想について検討する。

４．研究成果

（1）すがもフラット・大泉学園シェアハウス

などのコレクティブハウジングの生活実践お

および台湾・上海で就労する未婚女性の調査

によって、因習的家族・結婚を前提としない、

家族のオルタナティブの可能性を明らかにし

た。

（2)ケアの倫理と非婚女性の生活状況の日

韓比較の目的で、韓国女性政策開発院および

韓国NGOグローバル・アクティビスムフェミ

ニストスクールにて調査・研究会を行ったほ

か、キテイの提唱するケアの倫理としての

「ドゥーリア」の実践の一環として、韓国に

おける産後調理院に関する調査を行った。

（3）家族のオルタナティブと生の基盤の核心

となるべき理論枠組みを解明するために、エ

ヴァ・キテイ『愛の労働あるいは依存とケア

の正義論』（Eva Kittay, Love`s Labor

(Routledge 1999)の翻訳・監訳作業を中心と

した研究会活動を行い、倫理学の分野での家

族・ケアの倫理および新しい親密圏に関する

議論と、政治理論の分野における社会正義

論・平等論とを結びつけることと、依存関係

から生じる依存労働の不可避性を基礎とした

平等概念を構想することの重要性を明らかに

した。この研究は、家族のオルタナティヴの

理論的核心を探るという点で研究成果（1）と、

ケアの倫理の具体化の実践という点で（2）と

つながるものである。

（4）（3）訳書の刊行（9月、白澤社）および、

原著者エバ・キテイ氏をニューヨークより招

聘して行った連続講演・ワークショップ（20

10年秋）によって、ケアの倫理に基づく平等

概念の重要性と家族のオルタナティブの構想

の可能性について、ひろく理解と浸透をはか

った。同書翻訳刊行は、日本のフェミニズム

理論・社会思想研究にとって大きな貢献とな

った。

（5）非婚女性の生活不安をより広いケアの

倫理と正義の理念のもとに考えて行くこと

をねらいとして、キテイ・岡野・牟田の共編

著による『ケアの倫理からはじめる正義論

---支えあう平等』を刊行した（8 月、白澤社）。

同書は、倫理学の分野での家族・ケアの倫理

および新しい親密圏に関する議論と、政治理

論の分野における社会正義論・平等論とを結

びつけた重要な理論書であるキテイ著『愛の

労働』のエッセンスを、より広範な層に分か

りやすく伝えることを意図して出版された

ものであり、フェミニズム理論・社会思想研



究にとってのみならず、看護や介護の現場や

青少年の性教育の場でも、有効であると評価

を得た。

以上（1）-（5）の研究成果によって、非婚女

性の将来不安の中心をなす、依存や孤立（経

済的・社会的）に抗していくことのできる人

のつながりの基盤、あるいは家族のオルタナ

ティブについて、核心となるべきものが、ケ

アの倫理とそれにもとづく社会構想であるこ

とを明らかにした。
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